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1  はじめに 
学習者ひとりひとりに適した教示を実現することは，教育の目指すゴールの一つである。こ
のような学習者への対応を考えたとき，学習内容に関する学習者の理解の度合いを測定し，そ
























2  メタ認知の視点を組み込んだスタイルアンケート 



































新規に作成することとした。表 2に作成したポストアンケートを示す。  
 
3  調査の計画と対象授業における調査の実施 
本研究では，甲南大学の 2020年度前期に開講される情報基礎教育科目である「IT基礎」を対
象に調査を実施することとした。同じ曜日に開講されるクラス 2 つ（それぞれ定員最大 76 名）
を対象とし，授業進行に影響を与えないタイミングで調査を実施するように調査の計画を策定
した。2020年度前期の「IT基礎」は，全 15回の授業が全てオンライン形式での開講となった。
第 1 回から第 4 回の授業序盤は情報リテラシーに関する内容を取り扱い，第 5 回からオフィス
ソフトウェアの内容を取り扱う計画であった。表 3 に，本研究で扱う 2 つの調査対象クラスの





















































QA1 動画資料の難易度について教えてください とても簡単だった(5) ~ とても難しかった(1)


















QA7 指示に沿って進めるような内容を扱う授業進行の分量について教えてください 多かった(5) ~ 少なかった(1)
QA8 自分で考えてつくるような内容を扱う授業進行の分量について教えてください 多かった(5) ~ 少なかった(1)
QA9 動画資料の説明の分量について教えてください 多かった(5) ~ 少なかった(1)













QA14 動画資料やスライド資料でわからないことについて，教員に質問を送ることができましたか たいへんそう思う(5) ~ 全くそうは思わない(1)
QA15 難易度は一連の授業回を通じて安定して（一定の難易度になって）いましたか たいへんそう思う(5) ~ 全くそうは思わない(1)
QA16 この科目の授業内容は理解できたと思いますか たいへんそう思う(5) ~ 全くそうは思わない(1)






同時に公開を開始した。調査期間は 2020 年 5月 25 日から 6 月 3 日とした。ポストアンケート
となる授業の感想を集めるアンケートは，授業最終回の資料公開と同時に公開を開始した。こ
























































回答区分 最小値 最大値 平均値 分散 標準偏差 四分位偏差
授業内容の概要把握 4 12 7.62 4.08 2.02 1.50
手順への依存 3 12 8.94 4.80 2.19 2.00
説明への依存 3 12 8.67 4.95 2.22 1.25
不安 5 12 9.60 2.48 1.57 1.00
自習指向 6 17 11.45 5.06 2.25 1.50
メタ認知的知識の
度合い



















































平均 34.22 36.10 7.97 8.94
分散 22.69 21.81 4.87 4.80











































グループA グループB グループA グループB
平均 4.05 4.66 2.95 3.62
分散 0.51 0.32 0.41 0.68
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